
実践セミナー２ 

 「障害のある人の生活と福祉」 

３月４日（土） １０：００－１２：００ 

 

実践セミナー２は、岐阜市 岐阜市教育委員会 岐阜県教育委員会

のご後援をいただき、「障害のある人の生活と福祉」をテーマとして

３月４日、岐阜大学教育学部 B１０７教室に１４６名の参加者を得て

開催されました。参加者は、県内の小・中学校・特殊教育諸学校の教

諭、教育行政の担当者、保育士等の療育関係者、学生、市民等の多岐

に渡り、特別支援教育に対するニーズが高いことを感じました。 

 

セミナーでは、最初に神野助教授が「幼児期の地域療育」につい

て、その意義を歴史的に振り返るとともに、郡上市白鳥町のことばの

教室での実践を通して地域のネットワークの大切さを強調しました。

次に、谷崎教授が「卒業後の生活を支える」として、岐阜県の３０年

間の施設数の推移を基に、高齢化社会の中で障害者と高齢者が地域で

共生する実践【富山県の”このゆびとーまれ”】を例とした地域共生型

の展望を明快に示しました。 

 

平成 18 年 3 月４日  特別支援教育センター長 池谷尚剛 


